
 

 

ゆめクラブ藤沢｢友愛部会｣主催による施設研修会 
が実施されました｡････2020.02.04 

(取材:ゆめクラブ藤沢･情報通信部会員) 
 

友愛部会の恒例行事となっている施設研

修会が2月4日に実施されました｡昨年は市

役所会議室での講演会でしたが今年は施

設研修です｡ 
 

市内各地区の友愛チームを中心として､ゆ

めクラブ藤沢の会員94名が､バス3台に分乗

し､静岡県伊豆市月ヶ瀬にある複合施設 

｢ふらっと月ヶ瀬｣を目指します｡ 
 

記者は午前8時丁度に藤沢駅前を出発する2号車に乗り

込みました｡このバスには､市老連東田副会長をはじめ､鵠

沼南部･鵠沼北部･善行･藤沢東部･片瀬の各地区の41名が乗車しました｡ 
 

発車後間もなく､東田副会長による車内研修が開始され､これから見学する施設

の概要と配布資料に基づくユマニチュード(Humanitude､高齢者に対するケアメソ

ッドの1つ)の解説がありました｡ 
 

途中､黄瀬川の鮎壺の滝(静岡県指定天然記念物｡富士山から噴出した溶岩流末端の断崖にか

かる落差8mの滝)を見学｡何でもない市街地の川の中に突

如現れる滝に､自然の脅威を感じつつ､12時半に｢ふらっと

月ヶ瀬｣内のプラ

ムカフェに到着｡ 
 

副施設長の鈴木

さんから､｢ここは､障がい者と子供や高齢者がフラットに

交流できる場｡地域の人々が集う場所としてカフｴも併

設｡夜間利用の

会議室もある｡4年前に小学校の跡

地に建設し､今までの視察者は4,000人で､藤沢からは7

～8回見えられ､一番多い｡｣との説明がありました｡ 
 

その後､2グループに

分かれて施設内を視

察｡子供たちはお昼寝

の時間のため､高齢者

との触れ合いの様子は

見れませんでしたが､ゆったりとしたレイア

ウトの中で､子供達が楽しく遊びまわる姿が目に浮かんで

きます｡ 

こども園 

ﾌﾟﾗﾑｶﾌｪで昼食 

東田副会長 

藤沢駅前の 2号車 



 

 

｢就労継続型支援事業所プラム｣では､細かな自

動車部品の組み立て作業中｡素早い手先の動きと

作業する方々の明るい笑顔が印象的でした｡ 

最後は､デイサービスセンターで展示作品を見

学｡素晴らしい出来栄えにお土産

に買って帰りたく

なりました｡ (非売

品です！) 
 

視察を終わり､帰りのバスに乗車する前に､もう一度施設

を振り返ると､お結び型の小山を背にした静かな環境の中､

どこからか子供たちや高齢者の方々の笑い声が聞こえて

きたのは記者の空耳でしょうか････？ 

 

藤沢市でも､様々な分野で複合型施設が作られていますが､全世代

型の交流に重点を置きハード､ソフトともにフラットなここ｢ふらっと月

ヶ瀬････垣根のない福祉｣は､友愛活動の推進に大いに参考になっ

たことと思います｡ 

 

午後5時20分､藤沢駅前に到着。お疲れさまでした！ 

自動車部品の製作 

施設内で制作したタオル
やハンカチを販売 

施設全景 

帰りの車中にて････ 

コヨリを張り付けて作成 


